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【44】大田市大森町昭和 井戸神社（宮本 なし/ﾛｰﾀﾘｰ 46） 井戸神社 
 

 

所在地 大田市大森町昭和 

北緯３５°０７′１１．９０″／東経１３２°２６′５３．０９″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
５
年
（
１
９
１
６
） 

【
建
立
者
】
井
戸
神
社
興
復
会 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

井
戸
神
社
は
元
は
現
在
の
場
所
の
北
側
、
川
村
氏
宅
の
隣
（
現

井
戸
さ
ん
広
場
の
場
所
）
に
、
大
森
町
戸
長
、
川
北
徹
蔵
や
町

の
有
力
者
松
原
小
兵
衛
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
有
志
か
ら
浄

財
を
募
っ
て
、
明
治
12
年
に
創
立
さ
れ
た
。
ま
だ
無
格
社
だ
っ

た
が
、
５
月
26
日
の
鎮
祭
は
出
雲
大
社
の
千
家
尊
福
宮
司
が

斎
主
と
な
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。 

明
治
23
年
か
ら
、
神
社
の
一
部
を
削
る
形
で
国
道
が
建
設
さ

れ
た
た
め
、
境
内
が
非
常
に
狭
い
状
態
に
な
っ
た
。 

井
戸
公
に
従
四
位
が
贈
ら
れ
た
翌
年
の
明
治
44
年
、
衆
議
院

議
員
、
恒
松
隆
慶
が
興
復
会
長
に
就
任
し
て
精
力
的
に
寄
付

金
を
募
集
し
、
同
年
６
月
に
地
鎮
祭
を
行
い
、
大
正
５
年
４
月

に
現
在
の
場
所
に
完
成
、
遷
座
奉
祝
祭
を
行
っ
た
。 

大
正
７
年
５
月
７
日
に
は
県
社
に
昇
格
。
現
在
で
も
毎
年
５
月

と
11
月
の
２
回
、
例
大
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

境
内
に
は「
井
戸
公
顕
彰
碑
」「
恒
松
君
頌
功
碑
」「
松
浦
屋
与

兵
衛
之
碑
」
が
あ
る
ほ
か
、
次
の
通
り
多
く
の
灯
籠
が
奉
納
さ

れ
て
い
る
。
明
治
12
年 

安
井
好
尚 

嶋
根
県
巡
査
数
名
／

大
正
６
年 

岸
本
房
太
郎
／
昭
和
55
年 

恒
松
隆
慶
（幸
） 

扁
額
は
勝
海
舟
が
書
い
た
も
の
。
こ
れ
は
明
治
時
代
に
貴
族
院

議
員
だ
っ
た
物
部
神
社
の
金
子
有
郷
宮
司
が
依
頼
し
た
と
も
、

産
業
、
教
育
に
功
績
が
あ
り
、
初
代
の
井
戸
神
社
創
建
に
も

尽
力
し
た
仁
摩
町
大
国
の
安
井
好
尚
の
働
き
か
け
だ
っ
た
と
も

言
わ
れ
る
。
昭
和
57
年
の
没
後
２
５
０
年
祭
に
金
森
丈
兵
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
鳥
居
を
奉
納
し
た
際
に
外
さ
れ
、
石
見
銀
山

資
料
館
で
保
管
。
現
在
は
レ
プ
リ
カ
を
掲
示
し
て
い
る
。 

鳥
居
は
２
０
１
８
年
４
月
の
島
根
県
西
部
地
震
で
傷
ん
だ
た

め
、
２
年
後
の
令
和
２
年
、
時
の
総
代
松
葉
大
吉
ら
に
よ
っ
て

京
都
産
の
檜
で
再
建
さ
れ
た
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

 

扁額は勝海舟書 
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【45】大田市大森町昭和 井戸神社 （宮本 大 43/ﾛｰﾀﾘｰ 48） 井戸公顕彰碑 
 

 

所在地 大田市大森町昭和 井戸神社境内 

北緯３５°０７′１１．９４″／東経１３２°２６′５２．２３″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 149／奥行き 5 
台石 最大幅 237／奥行最大 141 
 

【
建
立
年
】
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
） 

【
建
立
者
】
わ
か
さ
の
会 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
顕
彰
碑
／
時
は
徳
川
の
中
期
将
軍
吉

宗
の
頃
／
當
時
全
国
を
お
そ
っ
た
享
保
の
大
飢
／
饉
に
石
見

銀
山
領
二
十
万
人
民
の
／
窮
乏
は
そ
の
極
に
達
し
正
に
餓
死

の
／
一
歩
寸
前
を
さ
ま
よ
う
て
ゐ
た
が
時
の
／
大
森
代
官
井

戸
平
左
ヱ
門
正
明
公
は
／
食
料
対
策
百
年
の
計
を
た
て
こ
の

地
方
／
に
初
め
て
甘
藷
を
移
入
そ
の
栽
培
奨
励
／
に
力
を
注

ぎ
一
方
義
金
の
募
集
公
租
の
／
減
免
を
断
行
遂
に
は
独
断
で

幕
府
／
直
轄
の
米
倉
を
開
く
な
ど
非
常
措
置
／
に
よ
り
一
人

の
餓
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た
と
い
ふ
／
こ
の
深
い
慈
愛
と
至
誠

責
任
を
貫
い
／
た
偉
大
な
る
善
政
は
千
古
に
輝
き
今
／
も
尚

い
も
代
官
様
と
敬
慕
し
て
／
公
の
み
た
ま
を
こ
の
地
に
祀
り
そ

の
遺
徳
／
を
永
く
顕
彰
し
て
ゐ
る 

［
台
石
前
面
］
恩
は
石
に
刻
め
／
井
戸
公
は
私
し
た
ち
先
祖

の
／
い
の
ち
を
救
ふ
て
頂
い
た
恩
人
／
で
あ
る
．
／
私
し
た

ち
の
先
祖
が
あ
の
時
餓
／
死
し
て
ゐ
た
ら
子
孫
は
な
い
．
／

先
祖
も
子
孫
も
共
に
救
ふ
て
／
下
さ
っ
た
大
恩
人
で
あ
る

‥
‥

と
／
感
知
せ
し
め
ら
れ
た
と
き
／
報
恩
感
謝
の
心
が

脉
々
／
と
ふ
き
あ
が
る
．
／
こ
の
聖
き
発
想
で
恩
は
石
に
刻

む
／
の
至
純
な
心
で
石
ぶ
み
を
建
て
／
井
戸
公
の
み
た
ま

に
さ
さ
げ
た
て
／
ま
つ
る
．
／
二
百
五
十
年
祭
記
念
／ 

 
 
 
 
 
 

わ
か
さ
の
会 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

井
戸
神
社
総
代
だ
っ
た
故
川
村
政
経
氏
に
よ
る
と
、
わ
か

さ
の
会
は
川
本
町
の
団
体
で
、
台
石
は
戦
前
ま
で
神
馬
が

乗
っ
て
い
た
台
で
、
供
出
し
て
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
こ

に
こ
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。 

境
内
に
は
ほ
か
に
恒
松
隆
慶
の
「
恒
松
君
頌
功
碑
」
と
「
松

浦
屋
与
兵
衛
之
碑
」
が
あ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

113 

276 

140 

23 

単位：ｃｍ 
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【46】大田市大森町上佐摩上 尾川氏宅上 （宮本 大 4１/ﾛｰﾀﾘｰ 45） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市大森町上佐摩上 尾川嘉輝氏宅左手の高手 

北緯３５°０６′４０．２５″／東経１３２°２７′１３．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 30／奥行き 24 
台石１段目 幅 45／奥行 51 
台石２段目 幅 69／奥行 75 
台石３段目 幅 82／奥行 88（コンクリート製） 
 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
上
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
安
政
三
丙
辰
年
九
月
造
之
／

井
戸
平
左
衞
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五
月
廿

六
日 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
石
工
／
常
七 

［
一
段
目
台
石
右
面
］
上
組
中 

［
一
段
目
台
石
裏
面
］
百
姓
代
／
柳
助
／
頭

百
姓
／
市
平
／
庄
屋
／
逢
助 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
森
町
の
町
並
み
の
外
れ
の
、
新
し
い
県

道
に
出
る
手
前
の
高
手
に
あ
る
。
大
森
町

内
で
地
域
住
民
が
建
て
た
頌
徳
碑
と
し

て
は
唯
一
の
も
の
。 

３
段
目
の
台
石
が
崩
れ
て
碑
全
体
が
傾

い
て
い
た
が
、
平
成
22
年
に
上
佐
摩
上
自

治
会
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
台

石
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
時
と
思
わ
れ
る

が
、
台
石
の
角
度
が
90
度
変
わ
り
、
正
面

に
あ
る
は
ず
の
「
上
組
中
」
の
文
字
が
右

側
に
な
っ
て
い
る
。
台
石
２
段
目
、
３
段

目
も
幅
よ
り
奥
行
き
が
長
い
の
で
、
元
は

碑
石
が
右
を
向
い
て
い
た
の
か
も
。 

碑
の
周
囲
は
比
較
的
き
れ
い
で
、
道
路
か

ら
上
が
る
石
段
も
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
ら
れ
、

前
に
は
線
香
置
き
、
塩
ビ
パ
イ
プ
製
の
花

立
て
も
あ
り
、
地
域
の
人
が
大
切
に
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

単位：ｃｍ 

92 

148 

23 

17 

16 
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【47】大田市水上町白坏高津上 肥田氏宅裏  (宮本 大 46/ﾛｰﾀﾘｰ 52） 泰雲院殿義……士位 
 
 

所在地 大田市水上町白坏高津上三差路前 肥田氏宅裏 

北緯３５°０４′４９．００″／東経１３２°２７′３４．５０″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 32／奥行き 32 
台石１段目 幅 56／奥行 45 
台石２段目 幅 82／奥行 78 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿…

…
…

士
位 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
年
／
五

月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
大
森
前
御
代
官
井
戸
平
左

衛
門
正
明 

［
台
石
］
施
主
／
當
村
中
／
惣
百
姓
／
百

姓
代
／
三
九
郎
／
頭
百
姓
／
助
十
郎
／

庄
屋
／
文
左
衛
門 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

左
隣
に
別
の
碑
も
２
基
建
っ
て
い
る

が
、
民
有
地
の
た
め
無
断
で
入
る
こ
と

が
で
き
ず
、
草
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
手

前
に
小
川
も
あ
る
た
め
調
査
を
断
念

し
、
宮
本
調
査
台
帳
の
情
報
を
使
っ
た
。

写
真
は
水
上
町
の
中
田
俊
光
氏
が
平
成

の
初
め
ご
ろ
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

２
０
２
０
年
現
在
、
碑
は
存
在
し
て
い

る
が
、
遠
望
す
る
と
碑
石
の
前
面
の
文

字
が
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。 

      （
情
報
は
宮
本
調
査
、
写
真
は
中
田
俊
光

氏
が
平
成
初
期
に
撮
影
分
を
使
用
） 

96 

145 

26 

23 

単位：ｃｍ 
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【48】大田市水上町三久須 森山商店横 （宮本 大 45/ﾛｰﾀﾘｰ 50） 泰雲院殿義岳良□□居士 
 
 

所在地 大田市水上町三久須 森山商店横 武間氏宅向いの高手 

北緯３５°０５′１８．３３″／東経１３２°２７′２９．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 35／奥行き 25 
台石１段目 幅 59／奥行 50 
台石２段目 幅 85／奥行 76 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
三
久
須
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
□
□
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
年
／
五

月
廿
六
日
逝
去 

［
碑
石
左
面
］
御
代
官
／
井
戸
平
左
衛
門

正
朋 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
（
上
部
に
横
書
き

で
）
施
主
三
久
須
中
（
そ
の
下
に
縦
書

き
）
嘉
永
七
甲
寅
／
十
月
建
之
／
庄
屋

義
助
／
見
習
辰
二
良
／
頭
百
姓
三
右
エ

門
／
惣
百
性
中 

［
一
段
目
台
石
左
面
］
石
工
／
伊
助 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

旧
県
道
の
公
民
館
近
く
、
森
山
商
店
横

の
高
手
に
陸
軍
兵
士
の
碑
と
並
ん
で
立

つ
。
周
囲
は
ツ
ツ
ジ
が
植
え
ら
れ
て
い

て
公
園
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
２
０

１
２
年
の
調
査
で
は
「
良
忠
」
も
判
読

で
き
た
が
、
今
回
は
剥
落
し
て
読
め
な

く
な
っ
て
い
る
。
特
に
碑
石
の
傷
み
が

激
し
く
、
傷
み
方
が
大
代
町
の
石
碑
の

傷
み
方
と
似
て
い
る
。
碑
石
に
比
べ
て

台
石
の
傷
み
は
少
な
く
文
字
が
し
っ
か

り
読
め
た
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

単位：ｃｍ 

105 

157 

29 

23 
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【49】大田市水上町福原下 元中島商店横 （宮本 大 47/ﾛｰﾀﾘｰ 51） 井明府之碑 
 
 

所在地 大田市水上町福原下 元中島商店横 市道川合水上線沿いの地蔵堂の上の平地 

北緯３５°０５′４５．７７″／東経１３２°２８′１２．８７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 47／奥行き 30 
台石１段目 幅 63／奥行 45 
台石２段目 幅 88／奥行 71 
台石３段目 幅 117／奥行 88 
台石４段目 幅 152／奥行不明（斜面崩れ） 
台石５段目 幅 215／奥行不明（斜面崩れ） 
 

【
建
立
年
】
安
政
５
年
（
１
８
５
８
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
朙
府
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
辛
亥
五
月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
安
政
五
年
戊
午
八
月
建
之 

［
三
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中 

［
三
段
目
台
石
右
面
］
百
姓
代
／
泰
助
／
庄
屋

見
習
／
健
十
郎
／
庄
屋
／
吉
太
郎 

［
三
段
目
台
石
左
面
］
五
人
組
頭
／
林
四
郎
／

直
助
／
仙
平
／
惣
四
郎
／
梅
二
郎
／
順
助

／
好
太
郎
／
元
□
／
亀
蔵
／
茂
七
／
興
六

／
勇
助
／
柳
兵
衛
／
郡
平 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

市
道
の
脇
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
斜

面
を
上
が
る
と
平
地
が
あ
っ
て
、
こ
の
石
碑

だ
け
が
立
っ
て
い
る
。
中
田
氏
に
よ
る
と
、

こ
の
場
所
は
神
社
が
あ
っ
た
場
所
で
、
昭
和

20
年
代
に
、
昭
和
陶
業
の
古
藤
社
長
が
道

路
沿
い
に
あ
っ
た
碑
を
上
に
移
設
し
た
と

い
う
。
台
石
を
５
段
も
積
み
、
３
段
目
は
猫

足
に
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
碑
で
碑
石
の
文

字
も
深
く
、
大
き
い
。
「
明
」
の
文
字
に
異

字
体
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

享
保
18
年
の
干
支
が
違
っ
て
い
る
。
辛
亥

は
井
戸
公
着
任
の
16
年
の
干
支
。 

温
泉
津
町
西
田
の
水
上
神
社
に
あ
る
石
碑

（
安
政
２
年
）
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
デ
ザ
イ
ン

だ
。
両
方
と
も
石
工
の
名
が
な
い
が
、
同
じ

石
工
が
彫
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
15
日
） 

単位：ｃｍ 

135 

250 

37 

26 

11
  

19 

22 



58 

 

【50】大田市水上町荻原 元本宗寺跡 （宮本 大 48/ﾛｰﾀﾘｰ 53） 泰雲院義岳良忠居士 
 
 

所在地 大田市水上町荻原 元本宗寺入口 

北緯３５°０６′１７．９１″／東経１３２°２９′０９．７２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 33／奥行き 26 
台石１段目 幅 58／奥行 50 
台石２段目 幅 82／奥行 73 
台座 幅 138／奥行 153（コンクリート） 
 

【
建
立
年
】
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
荻
原
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
昭
和
三
十
三
年
八
月
再

建 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
巳
歳
五
月

廿
六
日 

［
そ
の
他
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

水
上
町
荻
原
集
落
の
家
が
立
ち
並
ん

だ
端
の
道
路
向
い
に
以
前
本
宗
寺
と

い
う
寺
が
あ
り
、
そ
の
入
口
に
立
っ

て
い
る
。
石
碑
の
後
ろ
に
崩
れ
た
旧

碑
が
積
ま
れ
て
お
り
、「
癸
巳
」
の
文

字
が
見
え
る
の
で
、
元
の
碑
も
干
支

を
間
違
え
て
い
た
よ
う
だ
。 

２
０
１
２
年
10
月
の
調
査
時
に
は
５

段
の
台
石
が
あ
り
、
石
積
み
の
３
段

目
以
下
が
崩
れ
か
け
て
い
た
。
そ
の

後
に
現
在
の
形
に
修
復
さ
れ
た
。
碑

石
と
１
段
目
の
台
石
が
昭
和
33
年
製

で
２
段
目
以
降
は
以
前
の
も
の
の
よ

う
に
見
え
る
。
２
０
１
８
年
の
島
根

県
西
部
地
震
で
傾
い
た
た
め
、
地
元

の
有
志
が
修
復
。
２
段
目
の
途
中
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
た
。 

前
の
市
道
に
は
「
荻
原
千
軒
」
の
説
明

板
が
あ
り
、
往
時
の
賑
わ
い
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
15
日
） 

単位：ｃｍ 

94 

191 

22 

66 

9
  



59 

 

【51】大田市祖式町下町 円福寺 （宮本 大 49/ﾛｰﾀﾘｰ 54） 井戸正朋公碑 
 

 

所在地 大田市祖式町下町 円福寺境内（山門の左） 

北緯３５°０４′６４．９５″／東経１３２°２７′０５．３９″ 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
再

建 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
公
碑
（
左
に

「
島
根
懸
知
事
正
五
位
勲
四
等
福
邑

正
樹
書
」） 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
八
年
九
月
四
日
再

建 

［
そ
の
他
］
刻
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

総
高
さ
３
㍍
を
超
す
大
き
な
碑
。
２

段
目
の
台
石
は
３
段
の
石
積
み
で
反

り
も
あ
り
城
壁
の
よ
う
。
当
時
の
島

根
県
知
事
が
揮
毫
し
て
い
る
が
、
昭

和
８
年
再
建
と
い
う
情
報
し
か
な

く
、
歴
史
の
あ
る
円
福
寺
に
立
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
再
建

の
経
過
が
興
味
深
い
。 

井
戸
公
の
名
前
は
「
正
朋
」
を
採
用
し

て
い
る
。 

          

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
15
日
） 

187 

単位：ｃｍ 

碑石最大幅 123／奥行最大 42 
台石１段目 最大幅 167／奥行最大 80 
台石２段目 最上部幅 213／奥行 152 
（石組）  最下部幅 247／奥行 186 

30 

86 

303 
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【52】大田市祖式町瀬戸 バス停前（宮本 大 53/ﾛｰﾀﾘｰ 58） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市祖式町下瀬戸 県道 31号沿い瀬戸橋バス停向い 

北緯３５°０３′５２．７５″／東経１３２°２７′４５．４４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
瀬
戸
本
江
総
連
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衞
門
正
明 

［
碑
石
裏
面
］
嘉
永
七
寅
年 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
庄
屋
／
文
治
郎

／
瀬
戸
本
江
惣
連
中 

［
一
段
目
台
石
右
面
］
石
工
／
市
右
ヱ

門 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
の
す
ぐ
上
の
、
法
面
に
立
っ
て

い
る
。
保
存
状
態
も
よ
く
、
傷
み
は
少

な
い
。 

碑
石
裏
面
に
建
立
年
が
彫
っ
て
あ
る

の
が
珍
し
い
。
裏
面
は
削
ら
な
い
ま

ま
で
何
も
文
字
が
彫
っ
て
な
い
も
の

が
多
い
。 

 

祖
式
町
に
は
７
基
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
３
基
（
瀬
戸
、
猪
ノ
目
、
大
原
）
が

嘉
永
７
年
の
建
立
。
山
中
が
安
政
４

年
（
１
８
５
７
）
で
、
４
年
間
に
４
基

が
相
次
い
で
建
立
さ
れ
て
い
る
。
南

山
の
碑
は
建
立
年
不
明
だ
が
、
同
時

期
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
８
日
） 

（
写
真
２
０
１
２
年
10
月
30
日
） 

86 

単位：ｃｍ 

碑石幅 29／奥行 25 
台石１段目 幅 47／奥行 47 
台石２段目 幅 65.5／奥行 65 
台石３段目 幅８６／奥行 80 

25 

9 

14 

134 



61 

 

【53】大田市祖式町山中 （宮本 大 51/ﾛｰﾀﾘｰ 56） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市祖式町山中 市道に立つ「オオイエカン 293次１」の電柱の右を入って約１００㍍ 

北緯３５°０３′０４．０１″／東経１３２°２６′２３．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 33／奥行 33 
台石１段目幅 53／奥行 53 
台石２段目幅 76／奥行 77 
台石３段目幅 111／奥行 111 
台石４段目幅 151／奥行 168 
台石５段目幅 210／奥行 220 
台石６段目幅 305／奥行推定 330 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
祖
式
村
上
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明
君 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
施
主
／
祖
式
村

／
上
組
／
中 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
庄
屋
／
文
四
郎

／
頭
百
姓
／
助
五
郎
／
同
／
卯
一
郎 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

祖
式
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
場
所

を
聞
い
て
現
地
へ
。
市
道
か
ら
先
は

昔
は
人
の
往
来
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
現
在
は
け
も
の
道
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
だ
れ
か
が
通
れ
る
ほ
ど

に
は
し
て
い
る
よ
う
だ
。
約
１
０
０

㍍
行
く
と
広
場
に
な
り
、
右
側
に
壮

大
な
石
碑
が
現
れ
る
。
周
囲
の
草
や

竹
を
整
理
し
て
て
調
査
し
た
。 

碑
石
の
大
き
さ
は
普
通
だ
が
台
石
が

６
段
も
あ
り
、
上
か
ら
５
段
目
は
城

壁
の
よ
う
な
石
組
で
高
さ
１
１
０
㌢

も
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
セ
メ
ン
ト

で
補
修
し
て
あ
る
が
、
６
段
目
の
中

に
沈
み
込
ん
で
い
る
。 

建
て
る
か
ら
に
は
村
の
中
で
最
も
立

派
な
石
碑
を
建
て
よ
う
と
し
た
先
人

の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
24
日
） 

単位：ｃｍ 

97 
339 

110 

37 

上から 
26 
28 
23 
18 



62 

 

【54】大田市祖式町南山 （宮本 大 55/ﾛｰﾀﾘｰ 60） 井明府……碑 
 

 

所在地 大田市祖式町南山 県道 46 号南山入口から約２㌔笠岡隆氏宅先の道路右側赤いポストから約

１００㍍先を左側の山に少し上った場所。崖っぷちに立つ。 

北緯３５°０２′１０．１８″／東経１３２°２７′１２．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 33／奥行 33 
台石１段目幅 53／奥行 53 
台石２段目幅 76／奥行 77 
台石３段目幅 111／奥行 111 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
南
山
中 

 

［
碑
石
前
面
］
え
ぐ
る
よ
う
に
剥
落
し

て
読
め
な
い
（
「
井
明
府…

…

碑
」
は

宮
本
調
査
に
よ
る 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衞
門
正
明 

［
台
石
二
段
目
前
面
］
南
山
中 

［
台
石
二
段
目
左
面
］
世
話
人
／
甚
三

郎
／
文
右
ヱ
門
／
兼
市
良 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

こ
の
場
所
は
地
域
の
方
の
墓
地
の
入

口
に
あ
た
る
場
所
だ
っ
た
が
、
現
在

で
は
笠
岡
氏
の
墓
地
も
自
宅
の
横
に

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
う

使
わ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
以
前
は
道
ら
し
い
坂
道
が
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
上
が
る
の
も
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
石
碑
の
前
は
崖
に

な
っ
て
い
て
、
付
近
の
崖
も
崩
れ
て

い
る
。
石
碑
の
正
面
か
ら
崖
ま
で
約

１
㍍
し
か
な
い
の
で
、
こ
こ
も
崩
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
石
碑
は
そ
れ
ほ

ど
傷
み
が
激
し
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
碑
銘
の
部
分
だ
け
が
そ
ぎ
取
っ

た
よ
う
に
剥
落
し
て
い
て
読
め
な
く

な
っ
て
い
る
。
後
ろ
に
石
灯
籠
の
屋

根
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
５
日
） 

単位：ｃｍ 

76 

133 

21 

19 

17 



63 

 

【55】大田市祖式町横谷 （宮本 大 52/ﾛｰﾀﾘｰ 57） 井明府□碑 
 

 

所在地 大田市祖式町横谷 市道の北側の高台 

北緯３５°０２′５４．４０″／東経１３２°２７′４１．５５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 38／奥行 19 
台石１段目幅 42.5／奥行 34 
台石２段目幅 49／奥行 41.5 
台石３段目幅 61／奥行 62 
台石４段目幅 123／不明（石組み） 

【
建
立
年
】
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）

再
建 

【
建
立
者
】
横
谷
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府…

…

（
宮
本
調
査

「
井
明
府…

碑
」
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
明
治
四
十
四
年
八
月
吉

日
再
建 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
横
谷
中 

［
二
段
目
台
石
右
前
面
］
世
話
人
／
森

田
善
次
郎 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
福
光
石
工
／
山

中
清
一 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

市
道
大
原
横
谷
線
の
横
谷
側
三
差
路

の
西
約
90
㍍
。
猪
ノ
目
の
碑
と
同
じ

道
路
沿
い
。
拡
幅
さ
れ
た
道
路
の
約

３
㍍
の
高
さ
の
擁
壁
の
上
の
平
ら
な

面
に
こ
の
石
碑
だ
け
が
あ
る
。
毎
年

盆
前
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
草
刈
り

さ
れ
る
が
、
５
月
に
は
か
な
り
草
が

生
い
茂
っ
て
い
る
。
ほ
か
の
面
の
文

字
は
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
が
、
碑
石

の
正
面
の
文
字
だ
け
が
え
ぐ
れ
た
よ

う
に
剥
離
し
て
い
て
、「
井
明
府
」
し

か
読
め
な
い
。
小
ぶ
り
な
石
碑
だ
が

台
石
は
４
段
積
ま
れ
、
４
段
目
は
山

中
、
猪
ノ
目
同
様
石
積
み
の
立
派
な

造
り
だ
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
８
日
） 

単位：ｃｍ 

66 

151 

50 

10 

16 

9 
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【56】大田市祖式町猪ノ目 （宮本 大 54/ﾛｰﾀﾘｰ 59） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市祖式町猪ノ目 市道の北側の高台 

北緯３５°０２′１５．９７″／東経１３２°２８′１５．２１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 32／奥行 25 
台石１段目幅 49／奥行 49 
台石２段目幅 67／奥行 67 
台石３段目幅 91／奥行 91 
台石４段目幅 127／127（石組み） 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
井
之
目
谷
内 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十

六
日
逝
去 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衞
門
正
明 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
祖
式
村 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
井
之
目
谷
内 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
嘉
永
七
歳
／
甲

寅
八
月
／
立
之
／
庄
屋
／
政
左
衛
門 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
世
話
人
／
鍛
冶

屋
□
兵
衛
／
福
光
／
石
工
利
兵
ヱ
／

作 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

横
谷
の
石
碑
の
前
の
市
道
を
ず
っ
と

東
に
進
ん
だ
場
所
の
左
手
、
田
を
一

枚
挟
ん
だ
高
台
の
平
地
に
立
つ
。
川

本
へ
の
農
道
か
ら
横
谷
方
面
に
進
む

と
約
２
５
０
㍍
の
地
点
。
道
路
か
ら

家
は
見
え
な
い
が
林
の
中
に
民
家
が

あ
り
（
高
橋
氏
宅
）
そ
の
家
に
上
が
る

道
か
ら
左
に
行
く
と
下
に
雑
草
除
け

の
黒
い
シ
ー
ト
が
石
碑
の
場
所
ま
で

敷
い
て
あ
る
。
現
在
は
高
橋
さ
ん
が

手
入
れ
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

台
石
を
４
段
も
積
み
、
し
か
も
４
段

目
は
３
段
の
石
組
の
立
派
な
姿
。
崩

れ
か
け
て
い
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
セ

メ
ン
ト
で
補
修
し
て
あ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

単位：ｃｍ 

85 

208 

62 

20 

21 

20 



65 

 

【57】大田市祖式町大原 （宮本 大 50/ﾛｰﾀﾘｰ 55） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市祖式町大原 市道大原横谷線の大原側の橋のたもと 

北緯３５°０３′０９．５５″／東経１３２°２８′３４．１６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 52／奥行最大 33 

単位：ｃｍ 

91 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
當
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
右
に
「
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿
六

日
」
左
に
「
井
戸
平
左
衛
門
正
明
」） 

［
碑
石
左
面
］
嘉
永
七
甲
寅
三
月
廿
五

日
建
之
／
當
組
中
／
庄
屋
政
左
衛
門

／
頭
百
姓
万
平
／
在
極
平 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
31
号
か
ら
川
本
へ
抜
け
る
農
道

に
入
る
す
ぐ
手
前
に
市
道
大
原
横
谷

線
が
あ
り
、
そ
こ
を
入
っ
て
す
ぐ
に

あ
る
橋
の
た
も
と
が
広
く
な
っ
て
お

り
、
が
け
崩
れ
を
防
ぐ
吹
付
面
を
え

ぐ
る
よ
う
に
し
て
、
地
蔵
と
並
ん
で

井
戸
公
碑
が
立
つ
。
小
さ
な
石
碑
で
、

文
字
も
浅
く
、
素
人
が
彫
っ
た
よ
う

な
感
じ
だ
が
、
石
が
硬
い
た
め
傷
み

は
な
い
。
碑
の
前
に
は
花
立
て
が
１

対
あ
り
、
野
の
花
が
供
え
ら
れ
、
い
つ

行
っ
て
も
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
置

い
て
あ
る
。
近
く
の
人
が
世
話
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

      

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

（
写
真
２
０
１
２
年
10
月
31
日
） 



66 

 

【58】大田市大代町新屋本郷 大葉氏宅横 （宮本 なし/ﾛｰﾀﾘｰ 96） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市大代町新屋本郷 大葉成宏氏宅横 地蔵堂後ろ 

北緯３５°０２′２８．３７″／東経１３２°２４′５３．１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 31／奥行き 31 
台石１段目 幅 52／奥行 52 
台石２段目 幅 73／奥行 73 
台石３段目 幅 103／奥行 103 
台石４段目 幅 200／奥行 200（崩落） 
 
 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
新
屋
本
郷 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衞
門
正
明
君 

［
二
段
目
台
石
正
面
］
新
屋
本
郷 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
頭
百
姓
／
源
四

郎
／
庄
屋
／
彦
右
衛
門 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
世
話
人
／
好
三

郎
／
大
三
郎
／
周
蔵 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
代
町
の
佐
藤
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
長
の
案
内
に
よ
る
。
大
葉
成
宏
氏

宅
横
の
高
手
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ

の
後
ろ
に
立
つ
。
近
く
に
は
墓
所
も

２
カ
所
あ
り
、
合
わ
せ
て
き
れ
い
に

草
刈
り
が
し
て
あ
る
。
石
碑
は
福
光

石
で
か
な
り
剥
落
が
進
ん
で
い
る
。

４
段
目
の
台
石
は
崩
落
し
て
構
成
石

が
周
囲
に
散
乱
し
て
い
る
。 

大
代
町
の
井
戸
公
碑
は
建
立
年
代
が

彫
っ
て
な
い
も
の
が
多
く
、
こ
の
石

碑
も
そ
う
だ
っ
た
。
ま
た
台
石
の
建

立
者
の
文
字
が
大
き
い
も
の
が
多
い

が
、
こ
の
石
碑
も
大
き
な
文
字
で
「
新

屋
本
郷
」
と
深
々
と
彫
っ
て
あ
る
。
集

落
ご
と
に
競
う
よ
う
に
建
て
た
の
だ

ろ
う
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
30
日
） 

単位：ｃｍ 

99 

203 

25 

25 

28 

26 



67 

 

【59】大田市大代町新屋山田 バス停前 （宮本 62/ﾛｰﾀﾘｰ 65） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市大代町新屋山田 県道 46号沿いバス停前（大江高山山田側登山口） 

北緯３５°０２′３３．６６″／東経１３２°２５′２０．１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 24／奥行き 24 
台石１段目 幅 40／奥行 40 
台石２段目 幅 49／奥行 49 
台石３段目 幅 73／奥行 75（下が埋まっている） 

【
建
立
年
】
天
保
15
年
（
１
８
４
４
） 

【
建
立
者
】
知
雲 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿…

…

（
剥
落
し

て
読
め
な
い
が
宮
本
資
料
で
は
「
泰

雲
院
殿
義
岳
良
忠
大
居
士
」
） 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
殿
正
明

／
天
保
十
五
辰
七
月
□
日
知
雲
立
之 

［
碑
石
右
・
裏
面
］
な
し 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

以
前
は
県
道
の
南
側
に
あ
り
、
樹
木

の
影
で
湿
気
の
多
そ
う
な
場
所
だ
っ

た
。
現
在
は
地
蔵
堂
な
ど
と
と
も
に

北
側
に
移
設
さ
れ
、
乾
燥
し
た
明
る

い
場
所
に
な
っ
た
。
以
前
か
ら
の
赤

茶
色
の
苔
が
残
っ
て
お
り
、
碑
石
の

傷
み
も
激
し
く
、
読
め
な
い
文
字
が

あ
る
。
台
石
は
以
前
は
３
段
目
が
厚

み
18
㌢
で
、
そ
の
下
に
厚
み
25
㌢
の

４
段
目
も
あ
っ
た
。
大
代
町
の
ほ
か

の
碑
と
比
べ
る
と
小
ぶ
り
だ
が
、「
知

雲
」
と
い
う
僧
侶
と
思
わ
れ
る
名
前

の
人
が
立
て
て
い
る
。
地
域
の
人
は

後
追
い
の
よ
う
に
、
隣
に
元
治
２
年

（
１
８
６
５
）
灯
籠
を
立
て
「
當
組
若

連
中
」（
世
話
人
／
シ
ン
ヤ
政
蔵
／
畑

名
浅
吉
／
太
田
ヤ
源
兵
ヱ
）
と
彫
っ

た
。
灯
籠
の
左
面
に
は
「
山
田
寺
」
の

文
字
も
あ
る
の
で
知
雲
は
そ
の
寺
の

住
職
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

単位：ｃｍ 

77 

116 

16 

17 

6 



68 

 

【60】大田市大代町新屋飯谷 浄願寺 （宮本 大 61/ﾛｰﾀﾘｰ 66） 井戸明君碑 
 

 

所在地 大田市大代町新屋飯谷 浄願寺境内（大江高山飯谷側登山口） 

北緯３５°０２′５５．４３″／東経１３２°２５′４９．６０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 77／奥行き最大 43 
台石１段目 幅 115／奥行 85 
台石２段目 幅 130／奥行 144 
台石３段目 幅 228／奥行 180（コンクリート製） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
新
屋
村
飯
谷
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
碑
（
右
に
「
享

保
十
八
年
」
左
に
「
癸
丑
五
月
廿
六

日
」） 

［
碑
石
左
右
裏
面
］
な
し 

［
台
石
一
段
目
前
面
］
新
屋
村
／
飯
谷

組
中
／
庄
屋
／
助
十
郎
／
同
見
習
／

吉
五
郎
／
頭
百
姓
／
種
右
ヱ
門
／
百

姓
代
／
常
三
郎 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

寺
の
前
の
県
道
46
号
が
拡
幅
に
な
っ

た
が
寺
の
境
内
に
は
影
響
が
な
く
、

石
碑
も
そ
の
ま
ま
。
た
だ
、
寺
に
は
人

の
気
配
が
な
い
。
こ
の
碑
の
た
め
に

造
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
広
い

台
に
乗
る
（
台
石
３
段
目
と
し
た
）、

大
き
な
自
然
石
の
堂
々
た
る
も
の
。

白
っ
ぽ
い
苔
は
生
え
て
い
る
が
傷
み

は
な
く
、
文
字
も
よ
く
読
め
る
。
専
用

の
石
の
花
立
て
（
こ
れ
は
時
代
が
新

し
そ
う
）
と
い
い
、「
飯
谷
組
中
」
の

勢
い
と
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
る
石
碑

だ
。 

大
代
町
内
の
石
碑
は
建
立
年
が
彫
っ

て
な
い
も
の
が
多
く
、
こ
れ
も
そ
う

で
、
時
代
が
わ
か
ら
な
い
の
が
残
念
。 

  
 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

単位：ｃｍ 

172 

279 

31 

23 

53 



69 

 

【61】大田市大代町新屋右原 （宮本 なし/ﾛｰﾀﾘｰ 97） 泰…… 
 

 

所在地 大田市大代町新屋右原 中垣土夫氏宅西側道路右手の山際 

北緯３５°０１′２２．８６″／東経１３２°２５′５４．７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；；； 

 

 

 

碑石 幅 28／奥行き 25 
台石１段目 幅 47／奥行 47 
台石２段目 幅 65／奥行 65 
台石３段目 幅 95／奥行 不明 
台石４段目 幅 133／奥行 不明（後ろの山崩れ） 
 
 
 

【
建
立
年
】
明
治
26
年
（
１
８
９
３
） 

【
建
立
者
】
右
原
組 

 

［
碑
石
前
面
］
泰…
…

 

［
碑
石
右
面
］
井
戸…

…
 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑…

／
五

月
廿…
…

 

［
二
段
目
台
石
正
面
］
右
原
組 

［
そ
の
他
］
な
し
（
と
思
わ
れ
る
） 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
代
町
の
佐
藤
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
長
の
案
内
に
よ
る
。
奇
妙
な
形
を

し
て
い
る
が
、
佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と

道
路
工
事
で
移
動
さ
せ
た
と
き
碑
石

が
折
れ
た
た
め
、
台
石
の
上
に
寝
か

せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
碑
石
の
上
の

楕
円
形
の
石
は
28×

20
㌢
あ
り
、
そ

こ
に
大
き
く
「
泰
」
の
字
が
読
め
る
の

で
、
折
れ
た
碑
石
の
上
部
だ
ろ
う
。
と

す
る
と
碑
名
は
「
泰
雲
院…

…

」
で
、

泰
の
字
が
か
な
り
大
き
い
の
で
、
多

く
の
文
字
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う 

台
石
の
「
右
原
組
」
の
文
字
も
大
き
く

て
深
い
。 

左
の
石
柱
も
同
時
に
建
て
ら
れ
た
と

思
わ
れ
、
正
面
に
「
明
治
廿
六
年
十
月

廿…

」
右
側
に
「
世
話
人
／
和
田
北
良

／
渡
利
房…
／
松
下
和…

／
伊
﨑

…

」
と
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
30
日
） 

単位：ｃｍ 

80 

182 

23 

34 

23 

22 

最上部に乗せてあ
る 石 碑 の 一 部 。
「泰」と読める。 

寸 法 は 碑 石
を 建 て た と
し た 仮 定 の
寸法 



70 

 

【62】大田市大代町大家植松 正法寺 （宮本 大 60/ﾛｰﾀﾘｰ 62） 井戸君報徳碑 
 

 

所在地 大田市大代町大家植松 正法寺山門左 

北緯３５°０２′０２．１９″／東経１３２°２４′２９．４７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

碑石 幅 40／奥行き 39 
台石１段目 幅 70／奥行 68 
台石２段目 幅 104／奥行 107 
台石３段目 幅 135／奥行 144 
台石４段目 幅180／奥行180（推計） 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
當
町
中 

 

［
碑
石
前
面
］
□
□
□
報
徳
碑
（
各
種
資

料
に
よ
り
「
井
戸
君
」
と
し
た
） 

［
碑
石
左
右
面
］
三
百
二
十
字
の
碑
文

（
次
葉
に
掲
載
） 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
町
中 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
寄
□
／
助
二
郎

／
庄
屋
／
喜
兵
衛
／
頭
百
姓
／
善
右

衛
門
／
世
話
人
／
惣
左
衛
門
／
徳
五

郎
／
武
平
太
／
繁
平
／
孫
一
郎
／
藤

五
郎 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
代
の
町
並
み
に
最
も
近
い
場
所
に

あ
る
正
法
寺
の
山
門
を
く
ぐ
っ
て
左

側
に
あ
る
。
碑
石
は
幅
40
セ
ン
チ
も

あ
り
、
４
段
の
台
石
が
あ
っ
て
堂
々

た
る
石
碑
だ
。
碑
石
左
右
面
に
３
２

０
字
と
い
う
長
さ
の
碑
文
が
あ
り
、

以
前
大
代
町
の
熊
谷
正
範
氏
が
読
ん

で
い
る
の
で
次
葉
で
紹
介
す
る
。 

２
段
目
の
台
石
に
「
當
町
中
」
と
あ

り
、
ほ
か
の
碑
の
「
組
中
」
と
は
違
っ

て
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
大
代

の
「
町
」
の
プ
ラ
イ
ド
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
碑
の
前
に
は
線
香

立
て
と
陶
器
製
の
１
対
の
花
立
て
が

あ
り
、
調
査
時
に
も
花
が
供
え
ら
れ

て
い
た
。
台
石
に
盃
状
穴
あ
り
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
５
日
） 

単位：ｃｍ 

123 

246 

36 

32 

34 

21 

正法寺 
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【62】大田市大代町大家植松 正法寺 井戸君報徳碑 続き（碑文） 

 

 

 

 

【
碑
文
】
熊
谷
正
範
著
「
大
家
か
ら
大
田
市
へ
」（
昭
和
57
年
同
氏
発
行
）
よ
り 

 
臨
百
里
之
地
而
受
生
民
之
寄
有
一
夫
不
得
所
者
罪
将
就
帰
宣 

郡
宰
□
難
平
得
父
也

如
□
井
戸
君
諱
政
明
乃
其
因
興
君
通
称
平
左
衛
門
享
保
中
来
石
見
為
代
官
時
管
下
新

承
凋
荒
民
産
未
立 

君
下
□
洲
口
謀
求
齊
民
之
方
属
耆
老
而
諮
詢 

或
曰 

君
不
見

夫
甘
藷 

類
芋
而
沙
種
出
於
琉
伝
於
薩
故
俗
又
呼
曰
薩
摩
芋
其
味
甘
温
可
以
民
食
矣 

君
聞
之
大
喜
乃
請
種
於
薩
以
其
宜
沙
地
先
令
浴
海
民
戸
□
之
種
則
繁
行
利
逐
遍
於
郡

内
被
其
澤
者
不
□
君
之
名
而
秘
為
芋
代
官
云
□
者
大
家
本
郷
人
某
来
請
余
曰
芋
代
官

卒
巳
者
五
十
余
年
矣 

部
諸
村
莫
不
樹
碑
以
報
其
徳
而
我
郷
独
未
有
一
石
之
以
相
表

也
某
等
□
夏
之
願
子
幸
文
之
県
専
将
□
□
示
之
後
矣
鳴
呼
君
之
逝
□
手
其
巳
□
焉
而

其
徳
澤
之 

玉
今
尚
能
使
人
追
感
思
慕
如
此
任
救
民
之
□
者
其
真
可
不
以
鏨
於
斯
也

乎
哉
万
余
難 

□
悪
得
□
楽
而
文
之 

 
 
 
 
 
 
 

安
政
三
年
歳
在
丙
辰
出
雲
姉
展
謹 

 

【
訳
文
】
石
村
勝
郎
著
「
い
も
神
さ
ま 

井
戸
平
左
衛
門 

石
見

銀
山
代
官
」
よ
り
／
平
成
６
年
石
見
銀
山
資
料
館
発
行
） 

 

碑
文
の
作
者
（
出
雲
の
人
ら
し
い
）
の
と
こ
ろ
へ
、
大
家
本
郷

の
有
志
が
訪
ね
て
来
て
、
い
も
代
官
が
亡
く
な
っ
て
五
十
余
年

に
な
る
。
他
の
村
で
は
、
そ
の
徳
に
報
い
て
碑
を
立
て
て
い
る

が
、
ひ
と
り
、
わ
が
村
に
な
い
、
こ
れ
は
悲
し
い
こ
と
で
あ
り
、

お
願
い
す
る
か
ら
碑
文
を
書
い
て
ほ
し
い
、
後
世
に
志
を
伝
え

た
い
と
い
っ
て
来
た
。 

 

あ
あ
君
が
逝
っ
て
既
に
遠
い
が
徳
沢
は
い
ま
も
人
を
追
慕
さ

せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
救
民
の
責
に
任
ず
る
者
は
、
こ
の
よ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
才
能
劣
る
自
分
だ
が
、
こ
れ
を
文
に
表

わ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。 

碑文が彫られている碑石の左面（上下） 
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【63】大田市大代町大家四日市 西臨寺先 （宮本 大 62/ﾛｰﾀﾘｰ 67） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市大代町大家四日市 西臨寺先四日市バス停付近の三差路 

北緯３５°０２′０７．５８″／東経１３２°２４′２０．１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 54／奥行き最大 34 
台石１段目 幅 67／奥行 52 
台石２段目 最大幅 128／奥行最大 90 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
下
に
蓮
の
花
） 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

二
十
六
日
／
井
戸
平
左
衛
門 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
當
組
中 

［
一
段
目
台
石
左
面
］
□
□
／
□
話
人

／
庄
屋
／
喜
右
衛
門 

［
一
段
目
台
石
右
面
］
福
光
石
工
／
山

中
九
平
ヱ
／
市
□
／
山
屋
新
助 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
代
町
の
正
法
寺
を
少
し
西
に
進
む

と
西
臨
寺
が
あ
り
、
そ
の
先
の
三
差

路
に
地
蔵
堂
と
並
ん
で
立
つ
。
２
段

目
の
台
石
の
下
に
は
地
蔵
堂
と
共
通

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る
。

碑
の
後
ろ
は
休
耕
田
。
碑
の
周
囲
は

き
れ
い
に
草
が
刈
っ
て
あ
り
気
持
ち

が
い
い
。 

一
段
目
の
台
石
に
は
数
個
の
盃
状
穴

が
あ
る
。 

こ
の
碑
は
日
本
古
代
社
会
史
研
究
家

で
元
日
本
地
名
研
究
所
長
の
故
関
和

彦
先
生
も
訪
れ
て
お
り
、
「
郷
土
石

見
」
１
０
７
号
で
紹
介
し
て
い
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
５
日
） 

単位：ｃｍ 

124 

163 

18 

21 

西臨寺 
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【64】大田市大代町大家八反田 （宮本 大 57/ﾛｰﾀﾘｰ 63） ……殿義岳良…… 
 

 

所在地 大田市大代町大家八反田 元小学校の西 市道沿いの法面 

北緯３５°０２′０８．７６″／東経１３２°２４′４４．７１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 31／奥行き 30 
台石１段目 幅 53／奥行 52 
台石２段目 幅 74／奥行 77 
台石３段目 幅 106／奥行不明（斜面埋没） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
八
反
田
組 

 

［
碑
石
前
面
］…

…

殿
義
岳
良…

…
 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
八
反
田
組 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
福
光
石
□
／
山

中
秀
□
／
下
□
／
山
屋
新
□ 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
庄
屋
／
喜
三
衛

門
／
百
姓
代
／
大
□
衞
／
世
話
人
／

殿
兵
□
／
喜
平
□
／
常
三
郎 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

旧
県
道
か
ら
大
代
小
学
校
の
西
を
右

折
し
て
市
道
に
入
る
と
山
側
の
法
面

に
立
っ
て
い
る
。
規
模
と
い
い
造
り

と
い
い
、
柿
田
の
石
碑
と
よ
く
似
て

い
る
。
石
も
同
じ
も
の
の
よ
う
で
、
日

当
た
り
の
い
い
場
所
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
傷
み
方
ま
で
よ
く
似
て

い
る
。
宮
本
調
査
で
は
「
泰
雲
院
殿

義
」
ま
で
読
め
た
が
、
現
在
は
判
読
し

て
や
っ
と
「
殿
義
岳
良
」
が
読
め
る
。 

石
の
線
香
立
て
が
あ
り
、
周
囲
は
よ

く
草
が
刈
っ
て
あ
る
（
す
ぐ
近
く
に

２
軒
の
家
あ
り
）
。 

台
石
に
盃
状
穴
あ
り
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
７
日
） 

単位：ｃｍ 

97 

171 

26 

28 

20 
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【65】大田市大代町大家柿田 （宮本 大 56/ﾛｰﾀﾘｰ 61） 泰雲院殿義岳良忠…… 
 

 

所在地 大田市大代町大家柿田 市道沿い地蔵堂上 

北緯３５°０２′２７．２６″／東経１３２°２４′２７．２７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 30.5／奥行き 31 
台石１段目 幅 53／奥行 53 
台石２段目 幅 73／奥行 74 
台石３段目 幅 110／奥行 105 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
柿
田
組 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠…

…
 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸…

…

／
五

月…
…

 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平…

…
 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
當
役
／
庄
屋
／

新
右
衛
門
／
九
屋
仙
助 

 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
柿
田
組 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
福
光
石
工
／
谷

中
秀
平
エ 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

柿
田
集
落
の
市
道
に
坂
を
上
が
る
三

差
路
が
あ
り
、
そ
の
付
け
根
の
地
蔵

堂
の
上
の
丘
に
立
つ
。
雪
が
深
か
っ

た
当
時
の
自
然
条
件
の
た
め
か
、
大

代
町
の
福
光
石
製
の
石
碑
は
傷
み
が

激
し
く
、
こ
の
碑
も
か
な
り
崩
落
が

進
ん
で
や
せ
て
お
り
、
碑
石
の
下
部

は
セ
メ
ン
ト
で
補
修
し
て
あ
る
。 

        

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
１
日
） 

単位：ｃｍ 

100 

172 

24 

28 

20 
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【66】大田市大代町大家川上 （宮本 大 58/ﾛｰﾀﾘｰ 64） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市大代町大家川上 鳴ヶ鼻橋先の市道沿い 

北緯３５°０２′５６．６７″／東経１３２°２４′３０．３０（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 83／奥行き最大 30 
台石 最大幅 133／奥行最大 110 
 
 【

建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
川
上
連
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
旹
五
月

廿
六
日
／
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明
君 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衞
門
正
明
君

／
祀
奠
碑 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

川
上
集
落
に
入
っ
て
川
に
沿
っ
て
ま

っ
す
ぐ
進
む
と
左
手
の
山
側
に
高
さ

約
１
㍍
、
幅
約
６
㍍
の
石
垣
が
あ
り
、

地
蔵
堂
、
軍
人
碑
と
と
も
に
建
っ
て

い
る
。
大
き
目
の
１
段
の
台
石
の
上

に
こ
れ
も
大
き
め
で
幅
広
の
自
然
石

が
乗
り
、
気
持
ち
の
い
い
、
雄
大
な
眺

め
だ
。
碑
の
前
の
花
立
て
に
は
季
節

の
野
の
花
が
供
え
て
あ
り
、
調
査
日

に
は
碑
の
横
に
咲
く
シ
ャ
ガ
の
花
が

供
え
て
あ
っ
た
。
建
立
年
が
な
い
の

が
残
念
だ
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
１
日 

 

写
真
は
２
０
１
２
年
10
月
31
日
） 

単位：ｃｍ 

159 

201 

42 


